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【緒言】 

半導体ポリマーを用いた塗布型有機薄膜太陽電池（PSC）は、軽量、フレキシブルであり、塗

布プロセスを用いることから、生産性が高く、低コスト化が期待される技術として期待されてい

る。PSC においては、エネルギー変換効率の向上が最大の課題であり、近年、それに向け新規半

導体ポリマーの開発が活発に行われている。我々は最近、ナフトビスチアジアゾール（NTz）を

有する半導体ポリマーに着目している。クアテルチオフェンを共ユニットにもつポリマー

（PNTz4T; Figure 1a）は、400-800 nmと広い吸収帯（バンドギャップ 1.54 eV）と、–5.15 eVと比

較的深い HOMOレベルを持つ。また、ポリマーとしては結晶性が高く（πスタック間距離 3.5 Å）、

PC61BM との混合膜では、フェイスオン配向する。このような特長から、PNTz4T を用いた PSC

素子は、6.3%と高い変換効率を示した。本研究では、活性層の厚膜化や逆構造素子の利用により、

PNTz4T素子の効率向上について検討した。 

【結果・考察】 

PNTz4Tを用いて順構造素子（ITO/PEDOT:PSS/PNTz4T:PC61BM/LiF/Al）を作製した。活性層を

厚膜化することで短絡電流が向上し、最大 8%程度の変換効率を得た。さらに、逆構造素子

（ITO/ZnO/PNTz4T:PC61BM/MoOx/Ag）を用いると、フィルファクターが向上し、約 9%と非常に

高い変換効率を得た。微小角入射 X 線回折測定によ

り、PEDOT:PSSおよび ZnOを塗布した ITOガラス基

板上に作製した PNTz4T/PC61BM混合膜の構造解析を

行ったところ、いずれの基板上においても、ポリマー

の配向（エッジオンとフェイスオン配向の割合）が深

さ方向で変化することが分かった。素子構造による効

率の変化と、深さ方向の配向の変化は、非常によく相

関することが分かった。講演ではこれらの詳細な内容

について議論する。 

 

【参考文献】I. Osaka, et al. J. Am. Chem. Soc. 2012, 134, 3498. 
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Figure 1. (a) Chemical structure of PNTz4T. 
(b) J–V curves of PNTz4T-based cells. 
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